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Abstract
Pillar dwellings are a common architectural style in Southeast Asia.  On the east coast of Sumatra, 
Indonesia, locals have lived in pillar dwellings for many years.  This paper examines the maintenance 
system of such dwellings, especially timber piles, which form an essential structural aspect.  The analysis 
was conducted through interviews with locals and evaluations of timber piles’ deterioration.  The 
following observations were noted.  Locals built pillar dwellings at the river mouth, and many of them 
did not own the inland areas.  Some dwellings were more than 50 years old and had been passed down 
through the generations, while others were newly constructed.  In all the researched dwellings, local 
people maintained the timber piles by replacing the deteriorated parts with new ones every few years.  
They usually used leban (Vitex pinnata. L.)—which grows in the lowland forests—for piles; however, 
it became difficult for them to obtain leban piles in later years due to the continuing stock shortage.  This 
paper concludes that locals constantly maintain pillar dwellings by using timber pillars.  It also suggests 
that the right to timber utilization by landless people in coastal areas needs to be discussed in future 
tropical forest management.
Keywords: coastal community, timber, pillar dwelling, Melayu, tropical lowland forest, Sumatra, 
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［高谷 1988: 158–178; 薮内 1969: 120–125］。
杭上住居は長い木材加工の伝統の上に成り立ち，木材やヤシ，竹，草などの自然環境から得
られる建築材料が用いられる［Killmann et al. 1994: 17–23, 33–36］。木材は杭上住居の構造材料
として不可欠であり，これまでに，東南アジアにおける建材として用いられる様々な材種の
材質や用途，分布，樹木の特性などが明らかにされている［Soerianegara and Lemmens 1994］。
自然環境の荒廃が進むなかで，森林域に暮らす人々の資源利用が再評価され［Padoch and 
Peluso 1996; Sellato 2001; 渡辺 2002］，森林域に暮らす人々の生活，そして人々の生活と森林環
境に関連する社会システムとの相互関係などが検討されてきた［McCarthy 2006; Padoch and 
Peluso 1996; Peluso 1994］。しかしながらこれらの議論は，陸地における森林の管理や所有，資
源利用などが中心的な論点となり，沿岸域や水上，海上などの地域は，十分に議論に含められ
てこなかった。沿岸域の自然環境に関してはマングローブの生態，保全，在来の利用などに関














263–288; 古川 1992: 51–52］。本稿が対象とするリアウ州ブンカリス県 B郡B村（B Village, B 
District, Bengkalis Regency, Riau）もその一つで，河口に広がるマングローブの先にムラユの水
上集落が広がっている。当該村は，かつては 14世紀以降のマラッカ海峡における交易の拠点，




1993; Gibbs 1987; Waterson 1990; 杉島 1988］，住居における社会組織の特徴［Waterson 1990］
などが調査された。杭上住居は，東南アジアから東アジアにかけた水辺などに広く分布し［中
村ほか 1999］，船と住居の相似性，つまり船住まいが陸上がりしたことを示す根拠が示された
［Gibbs 1987; 中村ほか 1999］。杭上住居の建築様式や空間利用，杭上住居の持つ象徴的意味
［Gibbs 1987; Killmann et al. 1994; Lim 1987; 薮内 1969］なども明らかにされてきた。木材利用の
























































ける木材研究において明らかにされてきた［Lee et al. 1979］。
杭上住居のメンテナンスに関する研究は，インドネシア東カリマンタン州沿岸の水上集落
における杭上住居の特性と建材利用に関するものがあった［鈴木 2010: 11–23; 2011: 6–12; 
Suzuki 2015］。この中では，建材には低地混交フタバガキ林から得られる材種が用いられてお























調査対象としたのは，リアウ州ブンカリス県 B郡B村であった。2015年 2月と 3月，2016

















































［Barnard 2003: 29, 65］。同村の沿岸側にはB川の河口があり，河口周辺およびその背後にはマン
グローブ林が広がっていた。少し内陸に入ると，ココヤシやゴムなどの林がみられた。これら
























































































































































































やテラスが増築されるという指摘とも同じであった［Gibbs 1987: 23］。住居の全面改装は 5軒
でみられ，多くの場合は相続前後でこの作業が行われていることがわかった。ちなみに，床上



















木杭には，主に Leban（Vitex pinnata. L.）が使われていた。先行研究が示した，極めて耐
久性の高い材種であるUlinは，スマトラ内陸には分布すると報告されるが［Soerianegara and 
Lemmans 1994: 210–215］，当該集落では手に入らないということが聞き取り調査の中で明らか
となった。Lebanを含む Vitex spp.は，アジアの熱帯域において約 180種類みられ，そのうちの




ある［ibid.］。熱帯低地林の二次林にみられるという報告［Amirta et al. 2016: 22–31］や，火災




いられることが多いのは，Leban Tanduk，Leban Kapur，Leban Kunyitであった。Leban Tanduk
















Leban Tanduk やや黄色 強度は普通 木杭に用いられることが多い
Leban Kapur 白 強度が劣る 木杭に用いられることが多い
Leban Kunyit やや黄色 強度がやや高い 木杭に用いられることが多い







面直径の平均は，上部が約 14.7 cm，中部が約 12.9 cm，下部が 11.6 cmであったが，四隅の木
杭の断面直径の平均は，上部が約 18.1 cm，中部が約 16.2 cm，下部が約 13.6 cmであった。こ
れは杭上住居の構造的な強度に配慮しているものと考えられた。近年，径の太い Lebanの木杭
が手に入りにくくなっていることから，この四隅の木杭の取り替えができないといった声がき
かれた。中には，太い Lebanの木杭の代替として，比較的細い Lebanの木杭を 2本，四隅に追
加している住居や，太い四隅の木杭に細い木杭を足して補強している住居もみられた。
Leban以外にも，Sesop（Lumnitzera Willd.）や Acacia（Acacia mangium, Acacia crassicarpa）
も木杭として用いられていた。Sesopは汽水域に生育するマングローブの一種であり，耐久性


































































自体の値段は，Lebanについては 1本あたり 30,000ルピアであり，Acaciaは 1本あたり 20,000
ルピアであった。木杭の施工にかかる労賃は，基本的には木杭の値段と同じであり，Lebanの
場合は 1本あたり 30,000ルピア，Acaciaの場合は 1本あたり 20,000ルピアであった。しかし，
住居の位置が海により近い場合，木杭の運搬にかかる労力がより大きくなる，潮の干満によっ
て作業が制限されるなどの理由から，木杭を取り付ける労賃はより高く設定されていた。
Lebanの取り付けには 1本あたり 35,000ルピア，Acaciaの取り付けには 1本あたり 25,000ルピ
アが必要となっていた。
木杭からセメント杭への代替は，費用面から考えるとすぐには進まないと示唆された。セ
メント杭の材料費は 1本あたり 300,000ルピア，その施工費用は 1本あたり 200,000ルピアで
あった。Lebanの木杭と比較すると，約 8倍も費用がかかっていた。セメント杭を住居の一部
だけ用いている場合はあるが，ほとんどの住居では木杭が使用されていた。



























No. 築年数 木杭の追加状況 木杭No.
速度（m/sec.）
No. 築年数 木杭の追加状況 木杭No.
速度（m/sec.）













A2 1,102.9 1,969.7 A2 2,542.4 1,929.8
A3 2,708.3 1,923.1 A3 1,690.1 1,408.5
A4 2,272.7 no data A4 2,125.0 1,383.0
B1 1,169.6 2,000.0 B1 2,133.3 1,666.7
B2 1,894.7 1,954.0 B2 no data no data
B3 2,613.6 1,166.7 B3 no data 1,730.8
B4 2,623.0 2,205.9 B4 1,954.0 2,048.2
C1 no data no data C1 2,134.8 1,049.4
C2 1,607.1 1,868.1 C2 1,911.8 1,666.7
C3 1,975.3 2,205.9 C3 2,463.8 1,777.8
C4 2,625.0 1,009.2 C4 1,192.7 1,047.6
2 約 50年 ・5年ごとに新しい木杭を追加
A1 1,805.6 1,666.7
7 55年以上 ・定期的に新しい木杭を追加
A1 2,112.7 no data
A2 2,142.9 1,842.1 A2 1,428.6 1,805.6
A3 2,394.4 no data A3 1,176.5 1,750.0
A4 no data 1,562.5 A4 1,383.0 1,641.8
B1 2,558.1 1,551.7 B1 1,744.2 1,712.3
B2 2,134.8 no data B2 no data 1,549.3
B3 1,973.7 1,204.8 B3 2,115.4 1,551.7
B4 1,884.1 2,352.9 B4 2,340.4 2,444.4
C1 2,105.3 2,127.7 C1 1,917.8 2,407.4
C2 2,545.5 no data C2 2,449.0 2,727.3
C3 1,609.2 1,969.7 C3 2,558.1 2,033.9
C4 1,630.4 1,756.8 C4 2,187.5 1,340.2
3 約 60年 ・定期的に木杭を追加
A1 1,588.8 1,096.8
8 約 50年 ・定期的に新しい木杭を追加
A1 1,450.8 1,605.8
A2 1,136.4 no data A2 1,505.4 1,368.4
A3 1,686.7 1,746.0 A3 1,735.5 no data
A4 1,940.3 no data A4 2,083.3 3,518.5
B1 1,519.0 no data B1 2,250.0 no data
B2 no data no data B2 1,200.0 2,253.5
B3 1,447.4 2,000.0 B3 1,756.8 1,287.1
B4 1,724.1 no data B4 2,023.8 no data
C1 no data 2,264.2 C1 1,047.1 1,030.9
C2 2,222.2 1,808.5 C2 1,428.6 2,424.2
C3 no data 1,100.0 C3 1,944.4 1,190.5
C4 1,967.2 no data C4 2,307.7 1,896.6
4 約 50年 ・7年ごとに新しい木杭を追加
A1 2,280.7 1,836.7
9 60年以上 ・定期的に新しい木杭を追加
A1 1,172.8 no data
A2 1,111.1 1,864.4 A2 1,810.3 no data
A3 2,105.3 2,549.0 A3 no data 1,456.3
A4 2,105.3 1,960.8 A4 2,531.6 1,200.0
B1 2,452.8 1,960.8 B1 2,666.7 1,923.1
B2 no data 1,875.0 B2 2,203.4 2,159.1
B3 1,888.9 no data B3 1,960.8 no data
B4 2,381.0 3,888.9 B4 1,638.9 no data
C1 1,578.9 1,967.2 C1 1,264.4 1,294.1
C2 1,282.1 2,000.0 C2 2,166.7 2,115.4
C3 1,975.3 1,392.4 C3 no data 1,383.0








A1 no data 2,112.7
A2 1,398.6 1,209.7 A2 2,272.7 1,625.0
A3 no data 1,274.5 A3 1,400.0 1,000.0
A4 2,535.2 1,645.6 A4 2,463.8 2,459.0
B1 2,244.9 2,040.8 B1 1,083.3 2,241.4
B2 2,368.4 1,578.9 B2 2,156.9 1,803.3
B3 2,187.5 1,212.1 B3 2,173.9 1,716.4
B4 1,326.5 1,428.6 B4 1,466.7 1,428.6
C1 1,165.0 1,344.1 C1 no data 2,200.0
C2 2,000.0 2,549.0 C2 2,542.4 2,500.0
C3 no data no data C3 1,818.2 no data
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